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中学校 英語科部会 

部会長名 大任町立大任中学校 校長 松内 隆泰 

実践者名 糸田町立糸田中学校 教諭 加藤 睦都 

 

１ 研究主題及び副題 

英語でのやり取りを継続・発展できる力を養う外国語（英語）科学習指導法の研究 

～TPPTアプローチを取り入れた学習過程におけるプリペアーシートの活用を通して～ 

 

２ 主題設定の理由 

(1) 社会的背景から 

平成26年9月に出された「グローバル化に対応した英語教育改革の五つの提言」では「現在、学校

で学ぶ児童生徒が卒業後に社会で活躍するであろう2050年頃には、我が国は、多文化・多言語・多

民族の人たちが、協調と競争する国際的な環境の中にあることが予想され、そうした中で、国民一

人一人が、様々な社会的・職業的な場面において、外国語を用いたコミュニケーションを行う機会

が格段に増えることが想定される。」と述べられており、「話すこと」の指導の充実がより一層求め

られている。このような現状により、新学習指導要領では外国語（英語）科の指導する技能の１つ

である「話すこと」が｢話すこと［発表］｣と「話すこと［やり取り］」に分けられており、［やり取

り］においては、「日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や

文を用いて伝えたり、相手からの質問に答えたりすることができるようにする。」ことを目標の一つ

としている。よって、英語でのやり取りを継続・発展できる力を養うことを目指す本研究は意義が

あると考える。 

 

(2)教科の本質から 

新学習指導要領によると、外国語科の目標は「外国語によるコミュニケーションにおける見方・

考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡

単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能

力を育成することを目指す。」である。つまり外国語科の本質を一言で言えば「外国語を用いたコ

ミュニケーションを図る資質・能力の育成」である。卯城（2022）は、ここでのコミュニケーショ

ン能力とは、｢単なる英語力を指すものではなく、英語を通した話し手と聞き手、書き手と読み手の

キャッチボールである。｣と説明している。よって、英語でのやり取りを継続・発展できる力を養う

ことを目指す本研究は、教科の本質とも合致しており、有意義であると考える。 

 

(3)今までの反省から 

これまでの授業において、「日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いて伝えたり、相手からの質問に答えたりすることができるようにする。」という

目標を達成するために、帯活動を設定したり、場面設定を行い、必然的に英語を話さないといけな

い状況をつくったりして授業に取り組んできた。しかし、英語でのやり取りになると生徒の発話が

少なくなったり、あらかじめ用意された表現ばかりを使ってしまい、その場に応じた表現を思考・

判断して発信できなかったりと、生徒が英語でのやり取りを継続・発展できる力を十分に養うこと
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ができなかった。よって、生徒が英語でのやり取りを継続・発展できる力を養うことを目指す本研

究は、上記の課題解決に有効であると考える。 

 

３ 主題及び副題の意味 

(1) ｢英語でのやり取りを継続・発展できる力｣とは 

｢継続・発展できる力｣とは中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語編（以下、新学習

指導要領とする）によると、「会話を継続・発展させるために必要なこととして、①相手に聞き返し

たり確かめたりする、②相づちを打ったり、つなぎ言葉を用いたりする、③相手の答えを受けて、

自分のことを伝える、④相手の答えや自分のことについて伝えたことに｢関連する質問｣を付け加え

る、などが考えられる」とある。大城（2008）によると、【図１】に示すように、学習者が英語を学

び始めた初期の段階ではCanale & Swain（1980）が定義したコミュニケーション能力のうち方略的能

力（語彙力などの不足等を補ってコミュニケーションを続けていく能力）が大部分を占めているが、

中学校段階から談話能力（文レベルではなく文章の構成に関わる能力）が占める割合が増えてくる

ので、この能力を育成する必要がある。つまり、ある質問に対して単語や単文のみで応答するので

はなく、まとまりのある英文で応答する能力の育成を目指す必要がある。さらに、新学習指導要領

によると、話すこと［やり取り］に関して、「自分から事実や考え、気持ちなどを整理して伝えた後

に、その内容に関する質問に適切に応答したり聞き返しをしたりしながら対話を継続させ、情報や

考えなどを共有することを重視している」とある。

ここから相手から一方的に質問され、それに応答す

るだけでなく、関連する質問をしてやり取りを継続

するための能力が重要であることが分かる。 

そこで、本研究において「英語でのやり取りを継

続・発展できる力」とは、「相手の発話に対して、情

報や自分の意見を含むまとまりのある英文で応答

し、さらに関連する質問を付け加える力」と定義す

る。 

 

 

(2) ｢TPPTアプローチを取り入れた学習過程におけるプリペアーシートの活用｣ 

① ｢TPPTアプローチ｣とは 

 ｢TPPTアプローチ｣とは、Leis & Erickson（2019）が提案した、PPP教授法とTBLT教授法の利点を

生かした教授法である。PPP（Presentation-Practice-Production）教授法とは、Presentationの段階で目

標言語項目を説明し、Practiceの段階で言葉の入れ替え等の口頭練習を行い、Productionの段階で練

習した文型を使ったタスクなどの言語活動を取り入れアウトプットさせる、といった流れで指導

するものである。また、TBLT（Task-Based Language Teaching）教授法とは、学習者に達成させる

べき課題（タスク）を与え、その課題達成のための道具として言語を使わせ、その言語を使用す

る過程を最大限に利用して実践的運用を育成しようとするものである。しかし、松村（2017）は、

PPP教授法について、自由・自発的で創造的な言語使用がしづらいことや、必要性や関心と無関係

に行われる文法説明や機械的練習が行われるなどの課題があると述べている。さらに、佐藤

（2015）は、TBLT教授法について、日本の教育環境では非効率的であることや目標言語と語彙の

【図１】 日本の各学校段階におけるコミュニケーション能力の変遷 
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習得の難しさ、アウトプットの保障の難しさという課題を示している。そこで本研究では、これ

ら２つの教授法の利点を生かしたアプローチとしてTPPTアプローチを取り入れる。具体的には

Task1-Presentation-Practice-Task2という一連の取り組みを単元の中に仕組む。その中でまず単元課

題を解決するために必要な表現に気づかせるために、単元課題に類似したものに取り組ませる

（Task1）。そしてその後、表現できなかった内容について目標言語として導入し（Presentation）、

練習（Practice）させ、最後に単元課題に取り組ませる（Task2）という内容である。しかし、生徒

が単元課題に対しての内容を持つことができなかったり、言いたいことをうまく表現できなかっ

たりなどやり取りを継続・発展させることができないことが予想される。この点について、新学

習指導要領では、「自分の考えなどを短時間で構成して伝え、質問に応答できるようになるための

橋渡しとして、大まかな流れや主要な点を書いたメモに基づいて伝え合うなど段階的に指導する

ことが大切である」と述べられている。そこで本研究では、TPPTアプローチのPracticeの段階で単

元課題を解決するために必要な表現を想定させ、やり取りを行わせる。田中（2016）は、学習者

が言いたいことを自分の力で表現することで、言いたいことと言えないことのギャップに気づく

ことができたり、相手がいる会話の中で学習者がすでに身につけた知識を試したりすることがで

きると述べている。このことから、やり取りを継続・発展できる力を養うために生徒にアウト

プットさせることが重要である。よって、アウトプットの機会を十分に確保できるこの学習過程

は生徒が英語でのやり取りを継続・発展できる力を養うために、大変有効であると考える。 

 

② ｢プリペアーシートの活用｣とは 

｢プリペアーシート｣とは、単元課題を解決するために必要な表現を蓄積したり、タスクの目的

や場面、状況を基に一連の会話を想定し、ペアで質問やその応答を考えさせたり、その想定した

内容を基に様々なペアで会話練習を行わせた際に、「会話を継続・発展させるために必要な表現」

や「習得した表現の使い方に対する気づき」などを記述させたりするためのワークシートである。 

｢プリペアーシートの活用｣とは、TPPTアプローチにおけるPresentation（Task１において表現で

きなかった内容についての学習）とPractice（自分の課題解決のために学んできたものを用いての

会話練習）の段階でプリペアーシートを活用させることである。まず、Presentationの段階では、

単元課題で伝えるべき内容について整理させるために、マッピングを行わせる。次に、各新出言

語材料を用いて単元課題を解決するためにどのようなことが言えるかを想定させ、単元課題を解

決するために必要な表現を蓄積させる。さらに、Practiceの段階では、Presentationの段階で蓄積し

た表現を基に、単元課題を解決するために「自分が伝えたいこと」、「相手に聞きたいこと」、「相

手からの質問に対する応答」などを生徒に想定させる。次に、その想定した会話を基に会話練習

を行わせ、振り返りを行わせる。そして、その振り返りを基にプリペアーシートを加筆、修正さ

せ、再度会話練習を行わせる。最後に、活動を振り返り「うまくいったこと」、「うまくいかな

かったこと」、「課題を解決するためにすべきこと」、「先生への質問」を記述させる。このように

活用することで、Task1において表現できなかった内容を習得したり、習得した表現の活用場面に

気づいたりすることができる。白畑他（2019）によると、「目標言語の形式的特徴とそれが表す意

味・機能との関連に学習者が意識的に気づくことは、言語項目を自由に使いこなせるようになる

ための前提条件である」と述べている。よって、プリペアーシートを活用することで、生徒に気

づきを促すことは英語でのやり取りを継続・発展できる力を高めることができると考える。 

また、新学習指導要領では、やり取りにおいて、「活動中の言語使用について具体的にフィード
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バックしたり、活動後に生徒が自分の使用した英語について振り返り、場面に応じた適切な表現

方法を確認する機会を与えたりすることも重要である」とあり、このことから生徒が自己の表現

を振り返ることができ、生徒の記述内容を基に教師が生徒に適切にフィードバックできる仕組み

を持ったプリペアーシートを用いることは有意義であると考える。 

 

４ 研究の目標 

英語でのやり取りを継続・発展できる力を養うために、TPPTアプローチを取り入れた学習過程にお

けるプリペアーシートの活用を行うことの有効性を明らかにする。 

 

５ 研究の仮説 

中学校第2学年外国語（英語）科学習指導において、TPPTアプローチを取り入れた学習過程における

プリペアーシートの活用を行えば、単元課題を解決するために必要な表現に気づき、その気づいた内

容を単元課題で使うことで、英語でのやり取りを継続・発展できる力を養うことができるであろう。 

(1) 研究構想図 
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６ 指導の実際 

１ 単 元 「糸田町地域おこし協力隊の杉尾さんと季節ごとのイベントについて話そう」 

 

２ 本実践における研究の手立て 

(1) TPPTアプローチを取り入れた学習過程 

本実践では、英会話練習の機会を確保し、さらにこの練習の振り返りを基にプリペアーシートを加

筆、修正させる。さらに、糸田町地域おこし協力隊の杉尾さん（以下GTとする）とのパフォーマンス

テストの前にALTと実際に季節ごとのイベントについてやり取りする時間を設定し、そこから生徒自身

の語彙や表現に関する課題を明確にさせる。 

  

(2) プリペアーシートの活用の工夫 

本実践では、これまでの反省からPresentationの段階で用いるプリペアーシートに、伝えたい内容に

ついて、マッピングをさせる欄を追加した。これは、以下の2点で効果があると考える。１点は、会話

練習を行う際に、自分がどのようなことを伝えたいのかを常に確認できる。２点は、会話練習を行い、

内容面の知識が足りず言えなかったことをマッピングに書き込んだり、まとまりのある内容を話すた

めに、関連する項目を色分けし整理したりすることができる。 

 

３ 目 標 

 〇「have + to +動詞の原形」、「助動詞must」や「動名詞」などに関する知識を身に付けている。 

（知識・技能） 

〇季節ごとのイベントについて、具体的な内容やおすすめのポイントなどを整理し、「have + to +動詞

の原形」、「助動詞must」、「動名詞」などを用いて伝えたり、質問に答えたりすることができる。                                

（知識・技能） 

〇GTに季節ごとのイベントを紹介し、興味を持ってもらえるように、そのイベントについて、具体

的な内容やおすすめのポイントなどを整理し、簡単な語句や文を用いて伝えたり、GTからの質問

に答えたりすることができる。 

                                    （思考・判断・表現） 

 〇GTに季節ごとのイベントを紹介し、興味を持ってもらえるように、そのイベントについて、具体

的な内容やおすすめのポイントなどを整理し、簡単な語句や文を用いて伝えたり、GTからの質問

に答えたりしようとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

 

４ 本単元における評価規準 
 

ア 知識・技能 

 

イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

［知識］ 

①「have + to +動詞の原形」を正しく活用し

教師が設定した状況において「しなけれ

ばならないこと」や「しなくてよいこ

と」を表現することができる。 

②「助動詞must」を正しく活用し、教師が

設定した状況において、「しなければな

らないこと」と「してはいけないこと」

を表現することができる。 

③「動名詞」を正しく活用し、「〜するこ

とを楽しむ」や「〜することはうれし

い」などの表現を用いて日本の文化に対

する自分の意見を表現することができ

る。 

 

 

 
 

 

 

 

① ALTに季節ごとのイベントを紹介し、興味

を持ってもらえるように、そのイベントに

ついて、具体的な内容やおすすめのポイン

トなどを整理し、簡単な語句や文を用いて

伝えたり、ALTからの質問に答えたりして

いる。 

② ペアに季節ごとのイベントを紹介し、興味

を持ってもらえるように、そのイベントに

ついて、具体的な内容やおすすめポイント

などを整理し、簡単な語句や文を用いて伝

えたり、ペアからの質問に答えたりしてい

る｡ 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

① ALTに季節ごとのイベントを紹介し、興

味を持ってもらえるように、そのイベン

トについて、具体的な内容やおすすめの

ポイントなどを整理し、簡単な語句や文

を用いて伝えたり、ALTからの質問に答

えたりしようとしている。 

② ペアに季節ごとのイベントを紹介し、興

味を持ってもらえるように、そのイベン

トについて、具体的な内容やおすすめポ

イントなどを整理し、簡単な語句や文を

用いて伝えたり、ペアからの質問に答え

たりしようとしている。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

実践Ⅰ「糸田町地域おこし協力隊の杉尾さんと季節ごとのイベントについて話そう」 
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［技能］ 

①季節ごとのイベントについて、具体的な

内容やおすすめのポイントなどを整理し､

「have + to +動詞の原形」、「助動詞

must」、「動名詞」などを用いて伝えた

り、質問に答えたりする技能を身に付け

ている｡ 

③ GTに季節ごとのイベントを紹介し、興味

を持ってもらえるように、そのイベントに

ついて、具体的な内容やおすすめのポイン

トなどを整理し、簡単な語句や文を用いて

伝えたりGTからの質問に答えたりしてい

る。 

③ GTに季節ごとのイベントを紹介し、興

味を持ってもらえるように、そのイベン

トについて具体的な内容やおすすめのポ

イントなどを整理し、簡単な語句や文を

用いて伝えたりGTからの質問に答えた

りしようとしている。 

 

５ 計 画（15時間） 

次 
配

時 
学習活動・内容 指導上の留意点 

一 １ １ 本単元の流れや目標をつかむ。  

  

（1） GTからのリクエストを視聴する。 

（GTからのリクエスト） 

 

 

 

 

 

 

〇単元課題の目的や場面、状況をつかませるため

に、GTさんからのリクエストを視聴させる。 

〈単元課題の目的や場面、状況〉 

 

  
（2） 「季節ごとのイベント」について、ペアでや

り取りを行う。 

〇生徒にやり取りを積極的に行わせるために、自分

の考えを整理するための時間を設定する。 

  
（3）  活動を振り返る。 〇生徒にやり取りにおける自身の課題に気づかせる

ために、活動の振り返りを行わせる。 

二 ６ ２ 「have + to +動詞の原形」を用いて必要性や義務

を表現する。 

（予想される生徒の記述） 

I have to bring much money. 

You don’t have to wear a mask. 

〇「have + to +動詞の原形」の文構造や用法を定着さ

せ、単元課題を解決するために必要な表現に気づ

かせるために、イベントを楽しむうえで、「しなけ

ればならないこと」や「しなくてよいこと」を考

えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元課題を解決するために「have + to +動詞の原

形」を用いてどのようなことが伝えられるかをプ

リペアーシートに記述する。 

 〈プリペアーシートの活用①〉 

〇単元課題の解決に必要な表現を蓄積させるため

に、「have + to +動詞の原形」を活用した会話をプリ

ペアーシートに想定させる。 

○想定した内容を定着させるために、プリペアー

Hello, Itoda junior high school 2 nennsei. 

Thank you for sending me many reports about 

your dream. They attracted me. From your 

reports, I can get much information about the 

young generation’s favorites. And I want to hold 

events based on your information. But there are 

many things I don’t know, such as Yamakasa, 

Tobata Gion, and Wasshoi. So, I want you to tell 

me Japanese events. What are famous events in 

spring? What are famous events in winter? Also 

is there anything I have to do or must not do in 

the events? I want to ask some questions about 

them. I think your information is very useful for 

tourists. So, I’m looking forward to your nice 

information. 
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（予想される生徒の記述） 

GT：Please tell me the famous event in summer. 

生 徒 ： I like fireworks festivals. In the fireworks 

festival, ･･･many food stands. So, we have to bring 

much money.  

シートを用いて会話練習を行わせる。 

○会話を継続・発展させるための表現を理解させる

ために、汎用的な会話表現を確認させる。 

 

 

  

４ 「助動詞must」を用いて義務や命令を表現する。 

（予想される生徒の記述） 

We must take our trash home. 

You must not smoke in the park. 

〇「助動詞must」の文構造や用法を定着させ、単元課

題を解決するために必要な表現に気づかせるため

にイベントを楽しむうえで注意すべきことを表現

させる。 

  

５ 単元課題を解決するために「助動詞must」を用い

てどのようなことが伝えられるかをプリペアー

シートに記述する。 

〈プリペアーシートの活用②〉 

（予想される生徒の記述） 

GT：Please tell me the famous event in fall. 

生徒：In fall? I like the Halloween festival in Kokura. In 

this event, we enjoy many kinds of costume. In 

Japan, we must take our trash home. Did you try 

costume?  

〇単元課題の解決に必要な表現を蓄積させるため

に、「助動詞must」を活用した会話をプリペアー

シートに想定させる。 

○想定した内容を定着させるために、プリペアー

シートを用いて会話練習を行わせる。 

○会話を継続・発展させるための表現を理解させる

ために、汎用的な会話表現を確認させる。 

 

  

６ 「動名詞」を用いて季節ごとのイベントに関す

る自分の意見や行動を表現する。 

（予想される生徒の記述） 

We can enjoy eating Christmas cake. 

Getting a present from Santa Claus is very happy. 

〇「動名詞」の文構造や用法を定着させ、単元課題

を解決するために必要な表現に気づかせるため

に、イベントに対する自分の意見を考えさせる。  

  

７ 単元課題を解決するために「動名詞」を用いて

どのようなことが伝えられるか、プリペアーシー

トに記述する。   〈プリペアーシートの活用③〉 

（予想される生徒の記述） 

GT：Please tell me the famous events in winter. 

生徒：In winter? Well, we can enjoy joining Christmas 

party. In this party, we can get a present. Getting a 

present from Santa Claus is very happy. Did you try 

eating Japanese Christmas cake? 

〇単元課題の解決に必要な表現を蓄積させるために

｢動名詞｣を活用した会話をプリペアーシートに想

定させる。 

○想定した内容を定着させるために、プリペアー

シートを用いて会話練習を行わせる。 

○会話を継続・発展させるための表現を理解させる

ために、汎用的な会話表現を確認させる。 

 

三 ５ ８ プリペアーシートへの蓄積を基に単元課題を解

決するための会話を想定する。 

〈プリペアーシートの活用④〉 

〇会話の想定を円滑に行わせるために、前時までの

学習を振り返ったり、プリペアーシートを見直し

たりする時間を設定する。 
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９ ALTと「季節ごとのイベント」についてやり取り

を行う。 

 

○単元課題の解決に対する生徒自身の課題に気づか

せるために、ALTとやり取りの練習を行うという実

際の単元課題を想定した活動を設定する。 

○活動後に自身のパフォーマンスを振り返らせるた

めに、ALTとのやり取りを撮影させる。 

  

10 ALTとの会話練習を振り返る。 

〈プリペアーシートの活用⑤〉 

 ・ALTとの会話練習での発話内容の文字起こし 

 ・文字起こしした内容を基にした、自身のプリペ

アーシートへの加筆、修正 

 ・加筆、修正したプリペアーシートを用いた、ペ

アとの会話練習 

〇生徒にやり取りにおける課題を明確にさせるため

に、ALTとの会話練習での発話内容を文字起こしさ

せ、「こう言えばよかった」と思う英文を加筆させ

る。 

  
11 ペアとの会話練習を基に自身の表現を振り返る。 

〈プリペアーシートの活用⑦〉 

 

 
本

時 

（1） 前時のALTとの会話練習から気づいた「会話の

継続・発展に必要な表現」をプリペアーシート

に記述し、ペアで会話練習を行う。 

 ・プリペアーシートへの加筆修正① 

 ・ペアでの会話練習 

 ・会話練習の自己評価 

 ・教師からのフィードバック 

 ・プリペアーシートへの加筆修正② 

 

〇生徒の会話に用いる表現を広げさせるために、生

徒の会話練習において「参考にしてほしい表現」

を紹介したり、生徒が「言いたかったけど言えな

かったこと」を全体で共有したりする。 

  

（2） 実際のパフォーマンステストを想定した練習

を行う。 

〇生徒のやり取りにおける課題に気づかせるため

に、教師が即興で季節を指定し、その季節のイベ

ントについて、生徒にやり取りを行わせるとい

う、実際のパフォーマンステストと同じ状況での

会話練習を行わせる。 
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四 ３ 12 GTと季節ごとのイベントについてやり取りを行

う。 

（予想される生徒とGTのやり取り） 

GT：Please tell me the famous events in summer. 

生徒：In summer? Well, I like fireworks festivals. In this 

year, I went to the fireworks festival in Ashiya. Have you 

ever been to fireworks festivals in Japan? 

GT：No, I haven’t. Because of COVID-19, I can’t go there. 

In that festival, what can we enjoy? 

生徒：There are many things to enjoy. You can enjoy many 

food stands such as, Takoyaki, Yakitori, and Yakisoba. 

Eating food from the food stands makes me happy. In 

Japan, it is very hot and humid. But, because of COVID-

19, we have to wear a mask. What summer event do you 

have in America? 

GT：Let me see, ・・・・・. 

〇これまで蓄積した気づきを本時のパフォーマンス

テストの中で活用させるために、プリペアーシー

トを確認させる。 

  13 パフォーマンステストを振り返る。 

・自身のパフォーマンステストの動画での発話内

容の文字起こし 

〇生徒にやり取りにおける課題を明確にさせるため

に、パフォーマンステストでの発話内容を文字起

こしさせ、「こう言えばよかった」と思う英文を加

筆させる。 

 

６ 本 時 

(1) 本時の指導観 

前時までに生徒は、単元課題を解決するために必要な表現に気づかせるために、単元課題に類似

したものを取り組ませる「Task1」、そしてTask1の中で課題として挙がった「自分の意見が言えな

かった」、「季節ごとのイベントの詳しい説明ができなかった」などの課題を解決するためにhave + to 

+動詞の原形、助動詞mustや動名詞などの言語材料や、やり取りを行う際に役に立つ汎用的な表現を

学習させ、それらを用いて単元課題を解決するためにどのようなことを表現すると良いかを考えさ

せる｢Presentation｣、さらにこれまでにプリペアーシートに蓄積した記述を基に単元課題を解決する

ための会話を想定させる活動とALTとの会話練習やALTとの会話練習における発話内容の分析を行

い、自身のプリペアーシートへの加筆、修正する活動に取り組んでいる。そこで本時では、ペアと

の会話練習を基に自身の表現について振り返る活動を通して、会話を継続・発展させるために必要

な表現に気づき、自分の発話に活用することができることをねらいとする。そこでまず、帯学習を

行わせる。ここでは、やり取りに必要な表現の定着を図らせるために、ペアで定型文を用いた会話

練習に取り組ませる。その際、実際の会話を想定した活動にするために、１つの質問に対して複数

の答えを用いて応答させる。次に、プリペアーシートを用いてペアでの会話練習に取り組ませる。

ここでは、会話練習で自分が言えなかった表現に気づかせるために、自己評価を行わせる。その

際、生徒により多くの表現を身につけさせるために、生徒の発話内容を全体で共有したり、教師が

生徒の発話内容に対してフィードバックを行ったりする。そして、生徒自身の振り返りや教師から

のフィードバックを基にプリペアーシートへの加筆、修正を行わせる。さらに、再度ペアでの会話
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練習に取り組ませる。ここでは、実際のパフォーマンステストを想定して教師が即興で季節を指定

し、その季節のイベントについてプリペアーシートを見ずにやり取りを行わせる。その際、生徒に

自身の発話内容を振り返らせるために、会話練習の様子をタブレットで撮影させる。最後に、本時

の振り返りを行わせる。ここでは、本時の気づきを次時のパフォーマンステストに活用させるため

に、「うまくいったこと」、「うまくいかなかったこと」、「その課題の解決策」、「先生への質問」を記

述させる。 

本時のねらいを達成するための工夫点は、プリペアーシートの活用である。プリペアーシートを

用いてペアでの会話練習に取り組ませる。ここでは、会話練習で自分が言えなかった表現に気づか

せるために、自己評価を行わせる。その際、生徒により多くの表現を身につけさせるために、生徒

の発話内容を全体で共有したり、教師が生徒の発話内容に対してフィードバックを行ったりする。

そして、生徒自身の振り返りや教師からのフィードバックを基にプリペアーシートへの加筆、修正

を行わせる。次に次時のパフォーマンステストを想定した会話練習を行わせる。ここでは、自身の

表現を振り返らせる際に、ルーブリックと照らし合わせて相互評価を行わせる。最後に、本時の振

り返りを行わせる。ここでは、「うまくいったこと」、「うまくいかなかったこと」、「その課題の解決

策」、「先生への質問」を記述させる。 

 

(2) 主 眼 

  ○ペアとの会話練習を基に自身の表現について振り返る活動を通して、会話を継続・発展させ

るために必要な表現に気づき、自分の発話に活用することができる。 

 

(3) 過 程 

学習活動・内容 指導上の留意点（〇）と評価（◇） 

１ あいさつ・帯活動を行う。  

（1） あいさつを行う。 ○英語を使う雰囲気を作るために、英語でのあいさつを

行う。 

（2） 帯学習を行う。 

（予想される生徒の発話） 

 

 

 

〇やり取りに必要な表現の定着を図らせるために、ペア

で定型文を用いた会話練習に取り組ませる。 

〇実際の会話を想定した活動にするために、１つの質問

に対して複数の答えを用いて応答させる。 

２ 前時までの学習を振り返り、本時のめあてを確認す

る。 

 

 

〇生徒に本時の見通しをもたせるために、前時に行った

ことを確認したり、単元課題を基に本時では何を行わ

なければならないかを考えさせたりする。 

 

 

３ プリペアーシートを用いてペアで会話練習を行う。  

（1） ペアで会話練習を行う。 〇実際の会話を想定し、様々な質問や応答に触れさせる

ために、ペアを変えながら会話練習を行わせる。 

 

【めあて】  ペアとの会話練習で言えなかったことを Training Match で使えるようになろう！！ 

S1：Where will you go this Sunday? 

S2：Well, I will go to Riverwalk. I want to buy a 

new bag there. 
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（2） 会話練習を基に自身の表現について振り返りを行

う。 

・会話練習に対する自己評価 

・教師によるフィードバック 

〇より自分が言いたいことを言えるようにするために、

生徒に会話練習で言えなかった表現をプリペアーシー

トに記述させる。 

（3） 次時のパフォーマンステストを想定した会話練習

を行う。 

（予想される生徒の発話） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生徒に自身のやり取りにおける課題を明確にさせるた

めに、教師が季節を指定し、その季節のイベントにつ

いて、生徒にやり取りを行わせる。 

○生徒にプリペアーシートへの記述内容が定着している

か確認させるために、プリペアーシートを見ずに会話

練習を行わせる。 

〇生徒に自身の発話内容を振り返らせるために、会話練

習の様子をタブレットで撮影させる。 

〇会話練習の評価を適切に行わせるために、パフォーマ

ンステストのルーブリックに基づいた相互評価を行わ

せる。 

◇ペアに季節ごとのイベントを紹介し、興味を持っても

らえるように、そのイベントについて、具体的な内容

やおすすめポイントなどを整理し、簡単な語句や文を

用いて伝えたり、ペアからの質問に答えたりすること

ができたか。   〈動画・プリペアーシート分析〉 

 

◇ペアに季節ごとのイベントを紹介し、興味を持っても

らえるように、そのイベントについて、具体的な内容

やおすすめポイントなどを整理し、簡単な語句や文を

用いて伝えたり、ペアからの質問に答えたりしようと

していたか。   〈動画・プリペアーシート分析〉 
 

S1：（教師から指定された季節を見て） 

  Please tell me the famous events in spring. 

S2：Well, in spring, we can enjoy seeing cherry 

blossoms. We call it ohanami in Japanese. In 

ohanami, we can enjoy eating food under the 

cherry blossoms. Have you ever enjoyed 

ohanami in Japan? 

S1：No, I haven’t. Can we enjoy only eating in 

ohanami?  

S2：Um･･･. 

S1：Can we enjoy only eating in ohanami? 

S2：Oh, we can enjoy many things at yatai. Do 

you know yatai? 

S1：No, I don’t know. What’s yatai? 

S2：It is a kind of food stand. Food stands sell 

many kinds of delicious food ･･････. 
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４ 本時の振り返りを行う。 

 ・「うまくいったこと」、「うまくいかなかったこと」、

「その課題の解決策」、「先生への質問」の記述 

（予想される生徒の振り返り例） 

〇本単元で蓄積した気づきを次の表現活動に活用させる

ために、「うまくいったこと」、「うまくいかなかったこ

と」、「その課題の解決策」、「先生への質問」を記述さ

せる。 

〇生徒のやり取りにおける表現を深めさせるために、生

徒が振り返りに記述した内容を全体で共有する。 

 

 

 

うまくいったこと 

動名詞を使って花見に関する自分の意見を言うことがで 

きた。意見を加えることで、相手により興味を持ってもらえ

るような気がする。 

うまくいかなかったこと 

Can we enjoy only eating in ohanami? と聞かれ、具体例を答え

ることができなかった。 

その課題の解決策 

自分の伝えたい内容についての情報を集めておく。 

具体例を言うときに such as や for example、like という表現を

活用する。 

【資料１】 実践Ⅰの Presentation で使用したプリペアーシート 
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【資料２】 実践Ⅰの Practice で使用したプリペアーシート（表） 

【資料３】 実践Ⅰの Practice で使用したプリペアーシート（裏） 
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１ 単 元 「糸田町地域おこし協力隊の杉尾さんと日本のおすすめスポットについて話そう」 

 

２ 本実践における研究の手立て 

(1) TPPTアプローチを取り入れた学習過程 

本実践では、実践Ⅰの反省を基に、Task1-Presentation-Practice-Task2という学習過程のうちPresentation

とPracticeの段階において改善を行った。実践Ⅰのパフォーマンステストにおいて、生徒がやり取りの

途中で英単語が分からず、自分が伝えたいことを十分に伝えることができていなかったという課題を

改善するために、PresentationとPracticeの段階において会話練習を行わせた際に、生徒の発話内容に対

して教師が「分からない表現を言い換えて伝える方法」や「聞き取れなかったり理解できなかったり

した表現に対する聞き返しの方法」についてフィードバックを与える。また、それらの対応方法を活

用する上で身に付けた表現をプリペアーシートに加筆させる。 

  

(2) プリペアーシートの活用の工夫 

本実践では、実践Ⅰの反省を基に、以下の２点の改善を行った。１点は実践Ⅰのパフォーマンステ

ストにおいてGTからの質問に答えるばかりで、自ら質問し、会話を継続・発展しようとしていなかっ

たという課題を改善するために、Practiceの段階で用いるプリペアーシートに、関連する質問を記述す

る欄を設ける。２点は、日本文化に馴染みのないGTに対して、日本語を交えて食べ物を紹介するなど、

相手意識を持ってコミュニケーションに臨むことができなかったことを改善するために、GTとの会話

をプリペアーシートに想定させる際に、国語科教員とTeam Teachingを行い、相手意識を重視した応答

や関連する質問を考えさせたり、プリペアーシートを用いた会話練習の際に生徒の発話内容を全体や

グループで共有し、目的や場面、状況に合った内容かどうかをお互いに評価し合い、記述内容を修正

させたりする時間を設定する。 

 

 

 

 

３ 目 標 

 〇比較級、最上級、as + 原級 + asなどに関する知識を身に付けている。 

（知識・技能） 

〇おすすめスポットについて、具体的な内容やおすすめのポイントなどを整理し、比較級、最上級、 

as + 原級 + asなどを用いて伝えたり、質問に答えたりすることができる。                                

（知識・技能） 

〇GTにおすすめスポットを紹介し、町おこしの参考にしてもらえるように、その場所について、具

体的な内容やおすすめのポイントなどを整理し、簡単な語句や文を用いて伝えたり、GTからの質

問に答えたりすることができる。 

                                    （思考・判断・表現） 

 〇GTにおすすめスポットを紹介し、町おこしの参考にしてもらえるように、その場所について、具

体的な内容やおすすめのポイントなどを整理し、簡単な語句や文を用いて伝えたり、GTからの質

問に答えたりしようとしている。              

（主体的に学習に取り組む態度） 

 

４ 本単元における評価規準 
 

ア 知識・技能 

 

イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

［知識］ 

① 比較級を正しく活用し、おすすめスポッ

トを外国のものと比較しながら説明する

英文を表現することができる。 

② 最上級を正しく活用し、おすすめスポッ

トを知名度や大きさなどと関連付けなが

ら説明するための英文を表現することが 

できる。 

 

① ALTにおすすめスポットを紹介し、興味を

持ってもらえるように、その場所について

具体的な内容やおすすめのポイントなどを

整理し、簡単な語句や文を用いて伝えたり

ALTからの質問に答えたりしている。 

②ペアにおすすめスポットを紹介し、興味を

持ってもらえるように、その場所について

具体的な内容やおすすめポイントなどを整

理し、簡単な語句や文を用いて伝えたり、

① ALTにおすすめスポットを紹介し、興味

を持ってもらえるように、その場所につ

いて、具体的な内容やおすすめのポイン

トなどを整理し、簡単な語句や文を用い

て伝えたり、ALTからの質問に答えたり

しようとしている。 

② ペアにおすすめスポットを紹介し、興味

を持ってもらえるように、その場所につ

いて、具体的な内容やおすすめのポイン

実践Ⅳ「糸田町地域おこし協力隊の杉尾さんと日本のおすすめスポットについて話そう」 
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③ as + 原級 + asを正しく活用し、おすすめ

スポットを外国のものと比較しながら説

明する英文を表現することができる。 

 

［技能］ 

おすすめスポットについて、具体的な内容

やおすすめのポイントなどを整理し､比較級

や最上級、as + 原級 + asなどを用いて伝え

たり、質問に答えたりする技能を身に付け

ている｡ 

ペアからの質問に答えたりしている｡ 

③GTにおすすめスポットを紹介し、町おこし

の参考にしてもらえるように、その場所に

ついて、具体的な内容やおすすめのポイン

トなどを整理し、簡単な語句や文を用いて

伝えたりGTからの質問に答えたりしてい

る。 

トなどを整理し、簡単な語句や文を用い

て伝えたり、ペアからの質問に答えたり

しようとしている。 

③GTにおすすめスポットを紹介し、町おこ

しの参考にしてもらえるように、その場

所について、具体的な内容やおすすめの

ポイントなどを整理し、簡単な語句や文

を用いて伝えたりGTからの質問に答え

たりしようとしている。 

 

５ 計 画（15時間） 

次 
配

時 
学習活動・内容 指導上の留意点 

一 １ １ 本単元の流れや目標をつかむ。  

  

（1） GTからのリクエストを視聴する。 

（GTからのリクエスト） 

 

 

 

 

 

 

〇単元課題の目的や場面、状況をつかませるために、

GTからのリクエストを視聴させる。 

〈単元課題の目的や場面、状況〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（2） ｢おすすめスポット｣について、ペアでやり取

りを行う。 

〇生徒にやり取りを積極的に行わせるために、自分の

考えを整理するための時間を設定する。 

  
（3） 活動を振り返る。 〇生徒にやり取りにおける自身の課題に気づかせるた

めに、活動の振り返りを行わせる。 

 

 

 

 

Hello, Itoda junior high school 2 nennsei. I 

enjoyed talking with you in the last speaking 

test. Thanks to you, I can get much information 

about the seasonal events in Japan. And I’m sure 

that your information is very useful for tourists. 

Today I have one request. I want to know the 

good places to visit in Fukuoka, Tokyo and so 

on. In next month, February, Mr. Kato gives me 

a chance to talk with you about the good places 

in Japan. In the last speaking test, I asked you 

some questions. So, in the next speaking test, I 

want you to ask me some questions. And I want 

to know your opinion about the good places in 

Japan, not Google’s opinion. And I want you to 

compare your opinion and other opinion if you 

can. So, I’m looking forward to your nice 

information. See you next month!! 
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二 ６ ２ 比較級を用いて福岡や東京にあるものを外国の

ものと比較しながら説明するための英文を表現す

る。 

（予想される生徒の記述） 

Hokkaido is hotter than Alaska. 

Mt. Sarakura is lower than Kilauea Volcano. 

〇比較級の文構造や用法を定着させ、単元課題を解決

するために必要な表現に気づかせるために、おすす

めスポットにある建物や観光地などを外国にあるも

のと比較しながら説明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元課題を解決するために比較級を用いてどの

ようなことが伝えられるかをプリペアーシートに

記述する。   〈プリペアーシートの活用①〉 

（予想される生徒の記述） 

GT：Please tell me the famous spots in Fukuoka. 

生徒：The famous spot in Fukuoka is Mt. Sarakura. Mt. 

Sarakura is lower than Kilauea Volcano. But the view 

from Mt. Sarakura is beautiful. Which do you like 

better, the sea or the mountain?  

〇単元課題の解決に必要な表現を蓄積させるために、

比較級を活用した会話をプリペアーシートに想定さ

せる。 

○想定した内容を定着させるために、プリペアーシー

トを用いて会話練習を行わせる。 

○会話を継続・発展させるための表現を理解させるた

めに、話題に関連する質問を含む汎用的な会話表現

を確認させる。 

 

  

４ 最上級を用いて福岡や東京にあるものを知名度

や大きさなどと関連付けながら説明するための英

文を表現する。 

（予想される生徒の記述） 

Tokyo Sky Tree is the tallest in Japan. 

Ueno Zoo is the most famous in Japan. 

〇最上級の文構造や用法を定着させ、単元課題を解決

するために必要な表現に気づかせるために、おすす

めスポットにある建物や観光地などを知名度や大き

さなどと関連付けながら説明させる。 

  

５ 単元課題を解決するために最上級を用いてどの

ようなことが伝えられるかをプリペアーシートに

記述する。       〈プリペアーシートの活用②〉 

（予想される生徒の記述） 

GT：Please tell me the famous spots in Tokyo. 

生徒：In Tokyo? The famous spot in Tokyo is Tokyo Sky 

Tree. We can enjoy eating something and shopping 

there. Tokyo Sky Tree is the most famous tower in 

my class. What is the tallest building in America?  

〇単元課題の解決に必要な表現を蓄積させるために、

最上級を活用した会話をプリペアーシートに想定さ

せる。 

○想定した内容を定着させるために、プリペアーシー

トを用いて会話練習を行わせる。 

○会話を継続・発展させるための表現を理解させるた

めに、話題に関連する質問を含む汎用的な会話表現

を確認させる。 

 

  

６ as + 原級 + asを用いて福岡や東京にあるものを

外国のものと比較しながら説明するための英文を

表現する。 

（予想される生徒の記述） 

Hokkaido is as large as Austria. 

Mt. Fuji is not as high as Mt. Everest. 

〇as + 原級 + asの文構造や用法を定着させ、単元課

題を解決するために必要な表現に気づかせるため

に、おすすめスポットにある建物や観光地などを外

国にあるものと比較しながら説明させる。 
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７ 単元課題を解決するためにas + 原級 + asを用い

てどのようなことが伝えられるか、プリペアー

シートに記述する。 

〈プリペアーシートの活用③〉 

（予想される生徒の記述） 

GT：Please tell me the famous spots outside of  Fukuoka 

and Tokyo. 

生 徒 ： Outside of  Fukuoka and Tokyo? Well, I 

recommend African Safari Zoo in Oita. It is as 

popular as Churaumi aquarium in Okinawa. We can 

enjoy feeding many animals, such as lions, bears, and 

tigers. Which do you like better, a zoo or an 

aquarium? 

〇単元課題の解決に必要な表現を蓄積させるために 

as + 原級 + asを活用した会話をプリペアーシー

トに想定させる。 

○想定した内容を定着させるために、プリペアーシー

トを用いて会話練習を行わせる。 

○会話を継続・発展させるための表現を理解させるた

めに、話題に関連する質問を含む汎用的な会話表現

を確認させる。 

 

三 ５ ８ 相手意識を重視し、単元課題を解決するための

会話を想定する。 

〈プリペアーシートの活用④〉 

〇会話の想定を円滑に行わせるために、前時までの学

習を振り返ったり、プリペアーシートを見直したり

する時間を設定する。 

 

  （1） 関連する質問がない会話や会話の内容にふさ

わしくない表情や声のトーンを用いた会話を聞

いて、その会話に不足している要素に気づく。 

○コミュニケーションにおいて相手意識が重要である

ことを理解させるために、国語科教員と連携し、相

手意識の必要性を再認識させる。 

  （2） プリペアーシートに単元課題を解決するため

の会話を記述する。 

○プリペアーシートへの記述が相手意識のあるものか

生徒に気づかせるために、机間指導の際に目的や場

面、状況に即したアドバイスを生徒に与える。 

  

９ ALTと「おすすめスポット」についてやり取りを

行う。 

 

○単元課題の解決に対する生徒自身の課題に気づかせ

るために、ALTとやり取りの練習を行うという実際

の単元課題を想定した活動を設定する。 

○活動後に自身のパフォーマンスを振り返らせるため

に、ALTとのやり取りを撮影させる。 

  

10 ALTとの会話練習を振り返る。 

〈プリペアーシートの活用⑤〉 

 ・ALTとの会話練習での発話内容の文字起こし 

 ・文字起こしした内容を基にした、自身のプリペ

アーシートへの加筆、修正 

 ・加筆、修正したプリペアーシートを用いた、ペ

アとの会話練習 

〇生徒にやり取りにおける課題を明確にさせるため

に、ALTとの会話練習での発話内容を文字起こしさ

せ、「こう言えばよかった」と思う英文を加筆させ

る。 
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11 ペアとの会話練習を基に自身の表現を振り返

る。      〈プリペアーシートの活用⑥〉 

 

 
本

時 

（1）プリペアーシートを用いて、ペアで会話練習を

行う。 

 ・ペアでの会話練習 

 ・会話練習の自己評価 

 ・教師からのフィードバック 

 ・プリペアーシートへの加筆修正 

 

〇生徒の会話に用いる表現を広げさせるために、生徒

の会話練習において「参考にしてほしい表現」を紹

介したり、生徒が「言いたかったけど言えなかった

こと」を全体で共有したりする。 

  

（2） 実際の本番（パフォーマンステスト）を想定

した練習を行う。 

〇生徒のやり取りにおける課題に気づかせるために、

教師が即興で紹介する都道府県を指定し、その地域

について、生徒にやり取りを行わせるという、実際

の本番（パフォーマンステスト）と同じ状況での会

話練習を行わせる。 

四 ３ 12 GTとおすすめスポットについてやり取りを行

う。 

（予想される生徒とGTのやり取り） 

GT：Please tell me the famous spots in Fukuoka. 

生徒：In Fukuoka? Well, I like Itozu-no-mori Zoo. We can 

enjoy seeing many animals there. Zoo is more popular 

than aquarium in my class. Which do you like better, zoo 

or aquarium? 

GT：Well, I like aquarium because I lived near the beach in 

America. Do you know the good aquarium in Fukuoka? 

生徒：Let me see …, I think Marin World is the most 

famous aquarium in Fukuoka. There are many interesting 

spots near this aquarium such as a beach, a big park, and 

a big pool. I think the big pool is the most popular in 

Fukuoka.  What pool is the most famous in America? 

GT：Let me see, ・・・・・. 

〇これまで蓄積した気づきを本時の本番（パフォーマ

ンステスト）の中で活用させるために、プリペアー

シートを確認させる。 

○本番（パフォーマンス）での成果と課題を把握し、

それらを今後の英語でのコミュニケーションに取り

入れさせるために、ルーブリックを基にした振り返

りを行わせる。 

（生徒が作成したルーブリック） 

 

  13 本番（パフォーマンステスト）を振り返る。 

・自身の本番（パフォーマンステスト）の動画で

の発話内容の文字起こし 

〇生徒にやり取りにおける課題を明確にさせるため

に、本番（パフォーマンステスト）での発話内容を

文字起こしさせ、「こう言えばよかった」と思う英

文を加筆させる。 
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６ 本 時 

(1) 本時の指導観 

前時までに生徒は、単元課題を解決するために必要な表現に気づかせるために、単元課題に類似し

たものを取り組ませる「Task1」、そしてTask1の中で課題として挙がった「比較を用いて説明できな

かった」、「関連する質問をすることができなかった」などの課題を解決するために比較級、最上級、as 

+ 原級 + asなどの言語材料や、やり取りを行う際に役に立つ汎用的な表現を学習させ、それらを用い

て単元課題を解決するためにどのようなことを表現すると良いかを考えさせる「Presentation」、さらに

これまでにプリペアーシートに蓄積した記述を基に単元課題を解決するための会話を想定させる活動

とALTとの会話練習やALTとの会話練習における発話内容の分析を行い、自身のプリペアーシートへの

加筆、修正する活動に取り組んでいる。そこで本時では、ペアとの会話練習を基に自身の表現につい

て振り返る活動を通して、会話を継続・発展させるために必要な表現に気づき、自分の発話に活用す

ることができることをねらいとする。そこでまず、帯学習を行わせる。ここでは、やり取りに必要な

表現の定着を図らせるために、ペアで定型文を用いた会話練習に取り組ませる。その際、実際の会話

を想定した活動にするために、１つの質問に対して複数の答えを用いて応答させる。次に、プリペ

アーシートを用いてペアでの会話練習に取り組ませる。ここでは、会話練習で自分が言えなかった表

現に気づかせるために、自己評価を行わせる。その際、生徒により多くの表現を身につけさせるため

に、生徒の発話内容を全体で共有したり、教師が生徒の発話内容に対してフィードバックを行ったり

する。そして、生徒自身の振り返りや教師からのフィードバックを基にプリペアーシートへの加筆、

修正を行わせる。さらに、再度ペアでの会話練習に取り組ませる。ここでは、実際の本番（パフォー

マンステスト）を想定して教師がその場で都道府県を指定し、そのおすすめスポットについてプリペ

アーシートを見ずにやり取りを行わせる。その際、生徒に自身の発話内容を振り返らせるために、会

話練習の様子をタブレットで撮影させる。最後に、本時の振り返りを行わせる。ここでは、本時の気

づきを次時の本番（パフォーマンステスト）に活用させるために、「うまくいったこと」、「うまくいか

なかったこと」、「その課題の解決策」、「先生への質問」を記述させる。 

本時のねらいを達成するための工夫点は、プリペアーシートの活用である。プリペアーシートを用

いてペアでの会話練習に取り組ませる。ここでは、会話練習で自分が言えなかった表現に気づかせる

ために、自己評価を行わせる。その際、生徒により多くの表現を身につけさせるために、生徒の発話

内容を全体で共有したり、教師が生徒の発話内容に対してフィードバックを行ったりする。そして、

生徒自身の振り返りや教師からのフィードバックを基にプリペアーシートへの加筆、修正を行わせる。

次に次時の本番（パフォーマンステスト）を想定した会話練習を行わせる。ここでは、自身の表現を

振り返らせる際に、ルーブリックと照らし合わせて相互評価を行わせる。最後に、本時の振り返りを

行わせる。ここでは、「うまくいったこと」、「うまくいかなかったこと」、「その課題の解決策」、「先生

への質問」を記述させる。 

 

(2) 主 眼 

○ペアとの会話練習を基に自身の表現について振り返る活動を通して、会話を継続・発展させるため

に必要な表現に気づき、その気づいた表現を自分の発話に取り入れることができる。 
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(3) 過 程 

学習活動・内容 指導上の留意点（〇）と評価（◇） 

１ あいさつ・帯活動を行う。  

（1） あいさつを行う。 ○英語を使う雰囲気を作るために、英語でのあいさつを

行う。 

（2） 帯学習を行う。 

（予想される生徒の発話） 

 

 

 

〇やり取りに必要な表現の定着を図らせるために、ペア

で定型文を用いた会話練習に取り組ませる。 

〇実際の会話を想定した活動にするために、１つの質問

に対して複数の答えを用いて応答させる。 

２ 前時までの学習を振り返り、本時のめあてを確認す

る。 

 

 

〇生徒に本時の見通しをもたせるために、前時に行った

ことを確認したり、単元課題を基に本時では何を行わ

なければならないかを考えさせたりする。 

 

 

３ プリペアーシートを用いてペアで会話練習を行う。  

（1） ペアで会話練習を行う。 〇実際の会話を想定し、様々な質問や応答に触れさせる

ために、様々なペアと会話練習を行わせる。 

（2） 会話練習を基に自身の表現について振り返りを行

う。 

・会話練習に対する自己評価 

・教師によるフィードバック 

（教師が行うフィードバックの例） 

 

 

〇より自分が言いたいことを言えるようにするために、

生徒に会話練習で言えなかった表現をプリペアーシー

トに記述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めあて】  ペアとの会話練習で言えなかったことを Training Match で使えるようになろう！！ 

S1：Which do you like better, summer or winter? 

S2：Well, I like summer better than winter. I enjoy 

swimming in summer. 

One student said, “I like Tokyo Sky Tree. The night 

view from Tokyo Sky Tree is beautiful. How about 

you?” Is this “How about you?” a good question? 
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（3） 次時の本番（パフォーマンステスト）を想定した

会話練習を行う。 

（予想される生徒の発話） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生徒に自身のやり取りにおける課題を明確にさせるた

めに、教師が都道府県を指定し、そのおすすめスポッ

トについて、生徒にやり取りを行わせる。 

○生徒にプリペアーシートへの記述内容が定着している

か確認させるために、プリペアーシートを見ずに会話

練習を行わせる。 

○会話練習を円滑に行わせるために、GT役の生徒には帯

活動で活用しているワークシートを使用させる。 

〇生徒に自身の発話内容を振り返らせるために、会話練

習の様子をタブレットで撮影させる。 

〇会話練習の評価を適切に行わせるために、ペアで本番

（パフォーマンステスト）のルーブリックに基づいた

相互評価を行わせる。 

（本番のルーブリック） 

 

◇ペアにおすすめスポットを紹介し、興味を持ってもら

えるように、その場所について、具体的な内容やおす

すめポイントなどを整理し、簡単な語句や文を用いて

伝えたり、ペアからの質問に答えたりすることができ

たか。         〈動画・プリペアーシート分析〉 

 

◇ペアにおすすめスポットを紹介し、興味を持ってもら

えるように、その場所について、具体的な内容やおす

すめポイントなどを整理し、簡単な語句や文を用いて

伝えたり、ペアからの質問に答えたりしようとしてい

たか。         〈動画・プリペアーシート分析〉 

 
 

S1：（教師から指定された都道府県を見て） 

S2：Please tell me the famous spots in Tokyo. 

S2：Well, the famous spot in Tokyo is Sensoji  

S2：temple. It is famous for Kaminarimon.  

S2：Kaminarimon is the big red gate of Sensoji  

S2：temple. Sensoji is the most famous temple in  

S2：my class. Have you ever been to Tokyo? 

S1：Yes, I have. But, I haven’t been to Sensoji  

S1：temple. Why is Sensoji temple famous?  

S2：Why? Um･･･. 

S1：Can we enjoy eating delicious food? Can we 

enjoy shopping? 

S2：Oh, yes, yes. we can enjoy delicious food 

such as Sembei and Soba. Sembei is a kind 

of fried rice cake. Soba is a kind of a 

Japanese traditional noodle. What Japanese 

food do you like? 

S1：I like ramen. How about you? 

S2：Me, too. There are many ramen shops in  

S2：Tokyo. I think Daruma ramen is one of the 

S2：most famous ramen shops in Tokyo. ････. 
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４ 本時の振り返りを行う。 

 ・「うまくいったこと」、「うまくいかなかったこと」、

「その課題の解決策」、「先生への質問」の記述 

（予想される生徒の振り返り例） 

〇本単元で蓄積した気づきを次の表現活動に活用させる

ために、「うまくいったこと」、「うまくいかなかったこ

と」、「その課題の解決策」、「先生への質問」を記述さ

せる。 

〇生徒のやり取りにおける表現を深めさせるために、生

徒が振り返りに記述した内容を全体で共有する。 

 

 

 

 

うまくいったこと 

日本のことをあまり知らない杉尾さんに対して、せんべいや

そばを英語で説明することができた。 

うまくいかなかったこと 

Sensoji is the most famous temple in my class.と最上級を使って

おすすめポイントを言うことができたけど、Why?と聞かれ

て答えにつまった。 

その課題の解決策 

会話で意見や情報を相手に伝える時には、その根拠もセット

で言うようにする。もう一度プリペアーシートを見直し、根

拠がないものは書き足す。 

【資料４】 実践Ⅱの Practice で使用したプリペアーシート（表） 
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７ 研究の成果と課題 
生徒に「英語でのやり取りを継続・発展できる力」を養わせるために、TPPTアプローチを取り入れ

た学習過程におけるプリペアーシートの活用が有効であるかどうかを以下の二つの視点から検証して

いく。 

１ プリペアーシートの記述内容が生徒のパフォーマンステストにおける発話内容にどのように影

響しているか。 

２ 本研究における「英語でのやり取りを継続・発展できる力」は養われたか。 

 

(1) プリペアーシートの有効性はどうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図２】から、実践Ⅱでは、全体の 95％の生徒がプリペアーシートに記述した内容を実際のパ

フォーマンステストで活用することができたことが分かる。これは、実践Ⅰと比較すると、7ポイン

トの増加である。その理由として次の工夫点が考えられる。これまではプリペアーシートに会話を

想定させる際に文章で記述させていた。しかし、文章で書くと、ある質問に対して、一つの答えを

【資料５】 実践Ⅱの Practice で使用したプリペアーシート（裏） 

【図２】 プリペアーシートの記述内容と生徒の発話内容の関係 
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準備することになり、一問一答のインタビューのようなやり取りになってしまうという課題が明ら

かになった。そこで、会話の想定を文章ではなく、語句を用いたマッピングの形式で記述させた。

こうすることにより、より多くの内容をプリペアーシートに想定させることができた。さらに、実

践Ⅰで明らかになった、「関連する質問をすることができていない」という課題を解決するために、

実践Ⅱでは、プリペアーシートに関連する質問を記述する欄を設けた。こうすることにより、やり

取りにおいて、相手からの質問を待つだけではなく、自ら質問し、やり取りを継続・発展させよう

とする意識付けができたと考える。さらに、あらかじめ、関連する質問を準備することにより、自

分が聞きたいことや、それをどのタイミングで聞くべきなのかなどを整理できた。しかし、実践Ⅱ

を終えた段階で、依然としてプリペアーシートの記述内容をやり取りの継続・発展に機能しない場

面で活用している生徒がいた。さらに全体の5％の生徒がプリペアーシートの記述内容がパフォーマ

ンステストの発話に影響していない状況である。この生徒のプリペアーシートを分析すると、伝え

たい内容を持つことができなかったため、会話の想定が不十分であることが分かった。 

 

(2) 本研究における「英語でのやり取りを継続・発展できる力」は養われたか。 

 

 A B C 

継続・発展 

最初の応答を除く、一連のやり

取りにおいて、相手の発話に対

して、自分の答えに情報や自分

の意見を付け加えることと、関

連する質問を付け加えることの

両方ができる。 

最初の応答を除く、一連のやり

取りにおいて、相手の発話に対

して、自分の答えに情報や自分

の意見を付け加えること、もし

くは関連する質問を付け加える

ことのどちらか一方ができる。 

最初の応答を除く、一連のやり

取りにおいて、相手の発話に対

して、自分の答えに情報や自分

の意見を付け加えることと、関

連する質問を付け加えることの

両方ができていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表１】はGTとのやり取りにおける生徒の「英語でのやり取りを継続・発展できる力」の評価基

準を示している。【図３】は「英語でのやり取りを継続・発展できる力」が養われた生徒の割合を示

している。【図３】より全体の90％の生徒に「英語でのやり取りを継続・発展できる力」が養われた

ということが分かる。実践Ⅰと比較すると、23ポイント増加しており、A評価の生徒は実践Ⅰと比べ

て、26ポイント増加している。このように一年間の実践を通して、A評価の生徒、B評価の生徒の割

合に改善が見られた理由として、会話練習の充実が挙げられる。ただ、プリペアーシートに記述し

たことを読み合うだけではなく、目的や場面、状況を意識した発話を心がけさせたり、生徒にルー

ブリックを作成させ、そのルーブリックを基に会話練習の自己評価や相互評価を行わせたりした。

【表１】 「英語でのやり取りを継続・発展できる力」の評価基準 

【図３】 「英語でのやり取りを継続・発展できる力」が養われた生徒の割合 
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しかし、実践Ⅱを終えた段階で、依然として全体の10％の生徒がC評価である。C評価の生徒のパ

フォーマンステストにおける発話内容を分析すると、自分の伝えたいことを一方的に話して、パ

フォーマンステストを終えてしまったり、GTの質問を理解できずに、パニックになってしまい、GT

が簡単な質問を聞き直しても頭の中が整理できずに、一問一答のインタビューのようなやり取りに

なってしまったりしていた。 

 

(3) 研究の成果と課題および今後の実践に向けての改善点 

① 成果 

ア プリペアーシートの有効性はどうか。 

各実践を通して、明らかになった「関連する質問をすることができていない」という課題を解

決するために、実践Ⅱでは、プリペアーシートに関連する質問を記述する欄を設けた。こうする

ことにより、やり取りにおいて、相手からの質問を待つだけではなく、自ら質問し、やり取りを

継続・発展させようとする意識付けができたと考える。さらに、あらかじめ、関連する質問を準

備することにより、自分が聞きたいことや、それをどのタイミングで聞くべきなのかなどを整理

できた。また、GTとのパフォーマンステストにおける生徒の発話を分析すると、関連する質問を

記述する欄に記述したものを多くの生徒が実際に発話することができていた。 

 

イ 「英語でのやり取りを継続・発展できる力」は養われたか。 

「英語でのやり取りを継続・発展できる力」は養われた生徒の割合（B評価以上）は、実践Ⅰと

実践Ⅱを比較すると、23ポイント増加している。この理由として、次の２点が挙げられる。１点

は、Practiceの段階で会話練習を行わせた際に、生徒が作成したルーブリックを基に自己評価や相

互評価で自身の発話を分析させたことである。このように自身の発話を分析させる機会を多く設

定することにより、目的や場面、状況に合った発話ができているか、自身が作成したルーブリッ

クの内容を満たしているかなどを客観的に見ることができたと考える。さらに自身の発話分析を

することにより、自分の課題を明らかにすることができ、その課題を解決するためにプリペアー

シートに不足している表現を加筆したり、より相手に伝わるように表現を修正したりする生徒の

姿が多く見られた。２点は、国語科教員と行った相手意識を高めるためのTTが有効に働いたこと

である。このTTを受けて、生徒はコミュニケーションに必要な要素を再確認し、プリペアーシー

トへ記述する会話の想定を相手意識を踏まえて書くようになった。 

 

② 課題および今後の実践に向けての改善点 

ア プリペアーシートの有効性はどうか。 

各実践を通して、プリペアーシートの記述内容を不適切な場面で活用している生徒がいること

が明らかになった。さらに実践Ⅱを終えた後でも、全体の5％の生徒がプリペアーシートの記述内

容がパフォーマンステストの発話に影響していない状況である。この生徒のプリペアーシートを

分析すると、伝えたい内容を持つことができなかったため、会話の想定が不十分であることが分

かった。これらの課題を解決するために、ICTを活用して、プリペアーシートへの記述内容を共有

させることや、良いコミュニケーションの例と悪い例を示し、ゴール像を明確にさせることが手

立てとして考えられる。 
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イ 「英語でのやり取りを継続・発展できる力」は養われたか。 

実践Ⅱを終えて、全体の10％の生徒が「英語でのやり取りを継続・発展できる力」が養われて

いない状況である。これらの生徒のパフォーマンステストにおける発話内容を分析すると、自分

の伝えたいことを一方的に話して、パフォーマンステストを終えてしまったり、GTの質問を理解

できずに、パニックになってしまい、GTが簡単な質問を聞き直しても頭の中が整理できずに、一

問一答のインタビューのようなやり取りになってしまったりしていた。この課題を解決するため

に、目的や場面、状況を基に相手が尋ねてきそうな質問をクラス全体で共有し、それを一枚の

ワークシートに集約し、それを帯活動で活用することや聞き返しの表現や言い換えを依頼する表

現などを学ばせる機会も設定することが手立てとして考えられる。 
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